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は
、
２
歳
頃
に
初
産
分
娩
を
行
っ
て
か

ら
約
３
０
０
日
前
後
搾
乳
し
、
２
産
分

娩
を
す
る
約
３
歳
頃
に
泌
乳
形
質
の
Ｅ

Ｂ
Ｖ
が
初
め
て
判
明
し
、
そ
こ
か
ら
後

継
牛
を
含
む
雌
牛
の
選
抜
を
行
い
、
そ

の
牛
が
４
歳
頃
に
後
継
牛
が
誕
生
し
ま

す
。
し
か
し
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
を
活

用
す
る
と
、
未
経
産
牛
の
段
階
で
あ
る

程
度
の
信
頼
度
で
後
継
牛
の
選
抜
が
可

能
と
な
り
、
初
産
分
娩
を
行
う
２
歳
頃

に
は
後
継
牛
が
誕
生
し
、
従
来
評
価
よ

り
も
２
世
代
間
隔
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

（
表
１
参
照
）
従
っ
て
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

評
価
値
を
利
用
し
て
、
早
期
に
雌
牛
を

選
定
し
後
継
牛
生
産
等
に
利
用
す
る
こ

　

過
日
、
Ｊ
ミ
ル
ク
（
旧
法
人
名
称
：

日
本
酪
農
乳
業
協
会
）
の
２
０
１
９
年

度
の
生
乳
・
乳
製
品
の
需
給
見
通
し
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
生
乳

生
産
の
背
景
と
な
る
北
海
道
と
都
府
県

に
お
け
る
２
０
１
８
年
度
の
乳
用
雌
牛

の
出
生
頭
数
が
５
％
ほ
ど
増
加
し
、
出

生
頭
数
は
増
加
傾
向
で
あ
り
過
去
10
年

間
で
２
番
目
に
多
く
、
今
後
の
生
乳
増

産
の
見
通
し
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
釧
路

管
内
に
お
い
て
も
近
年
、
乳
用
後
継
牛

が
減
少
し
後
継
牛
不
足
が
懸
念
さ
れ
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
性
選
別
精
液

普
及
や
諸
対
策
に
よ
り
後
継
牛
と
さ
れ

る
２
歳
未
満
の
飼
養
頭
数
は
２
０
１
７

年
以
降
増
加
ト
レ
ン
ド
に
転
じ
て
い
ま

す
。
全
体
の
飼
養
頭
数
に
お
い
て
も
１

１
９
，７
０
６
頭
（
前
年
比
１
０
１
％

Ｈ
31
．４
．１
時
点
）
と
増
加
し
て
い
る

現
状
の
な
か
で
、
生
乳
生
産
に
と
っ
て

明
る
い
見
通
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農

場
の
将
来
の
資
産
と
な
る
後
継
牛
の
牛

牛
群
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

　 

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
を
活
か
す
!

　酪農生産現場では、生乳や個体の生産を目的に日
常的に人工授精や受精卵移植といった繁殖業務が行
われています。ホルスタイン種やジャージー種等の乳
用牛をはじめ黒毛和種等の肉用種に至るまで、生産
現場では酪農畜産農家や人工授精技術者は、より良
い乳牛や肉牛を作出し経営に大きく貢献してくれる
事を視野に交配計画が立てられ実践されています。
　今、牛群能力を着実に向上させるためにゲノミック
評価を活用する乳牛改良が求められています。

群
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
考
え
る
う

え
で
、
よ
り
経
営
貢
献
度
が
高
い
乳
牛

改
良
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

評
価
を
大
い
に
役
立
て
、
能
力
の
高
い

牛
群
づ
く
り
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
が

　

な
ぜ
注
目
さ
れ
る
の
か
…
。

　

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
の
最
大
の
利
点

は
、
観
測
値
と
血
縁
情
報
を
用
い
た
従

来
の
遺
伝
評
価
と
比
べ
て
、
未
だ
記
録

を
持
た
な
い
未
経
産
牛
の
遺
伝
評
価
値

の
信
頼
度
が
大
幅
に
上
昇
す
る
こ
と
で

す
。
信
頼
度
の
向
上
に
よ
っ
て
、
よ
り

早
い
年
齢
で
個
体
の
遺
伝
的
能
力
を
、

あ
る
程
度
の
精
度
で
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
生

後
２
〜
３
カ
月
齢
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
を
終

え
遺
伝
的
能
力
を
把
握
す
る
傾
向
に
あ

り
、
従
来
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
大
幅

な
世
代
間
隔
の
短
縮
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
雌
牛
は
従
来
評
価
で
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０
１
８
年
度
の
釧
路
管
内
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ

検
査
実
施
は
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登

録
協
会
北
海
道
支
局
受
付
３
０
０

件
、
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
事
業
受
付
１
，４
９

１
件
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。
釧

路
管
内
の
１
年
間
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
の
血
統
登
録
頭
数
は
約
２
５
，
０

０
０
頭
で
す
の
で
、
７
％
程
度
の
Ｓ

Ｎ
Ｐ
検
査
実
施
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
実
施
戸
数
に
つ
い
て

も
、
表
２
の
通
り
２
０
１
３
年
以
降

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
30

戸
（
２
０
１
８
年
度
）
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。
近

年
は
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た

乳
牛
改
良
の
手
法
と
し
て
、

世
界
各
国
で
公
式
に
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
評
価
を
採
用
す
る

試
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

国
内
に
お
い
て
も
２
０
１

３
年
か
ら
未
経
産
牛
の
ゲ

ノ
ミ
ッ
ク
評
価
結
果
の
公

表
等
、
本
格
的
な
利
用
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
評
価
の
普
及
が
十

分
に
進
ん
で
い
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
と
で
、
後
代
検
定
の
終
了
を
待
つ
こ

と
な
く
後
代
検
定
候
補
種
雄
牛
の
父
牛

選
定
を
行
う
事
が
で
き
、
約
３
〜
４
年

の
世
代
間
隔
の
短
縮
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、
遺
伝
改
良
速
度
の
面
と
コ
ス

ト
低
減
化
の
側
面
か
ら
そ
の
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
の
実
態

　

釧
路
管
内
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
の
件
数

は
以
下
の
図
１
の
通
り
で
す
。
２

と
に
よ
っ
て
大
き
な
改
良
効
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
雄
牛

に
つ
い
て
も
、
従
来
評
価
に
基
づ
く
後

代
検
定
で
は
、
計
画
交
配
か
ら
後
代
検

定
候
補
種
雄
牛
の
選
抜
ま
で
約
７
年
間

か
か
り
、
後
代
検
定
候
補
種
雄
牛
が
一

般
供
用
さ
れ
る
と
き
の
年
齢
は
約
５
歳

で
、
そ
こ
か
ら
次
世
代
の
後
代
検
定
候

補
種
雄
牛
の
父
牛
の
選
定
を
行
う
と

い
っ
た
長
期
間
に
渡
る
事
業
で
す
。
と

こ
ろ
が
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
を
利
用
す
る

38 49 134
300

1,276
1,466

1,308
1,491

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
 alic事業受付日本ホルスタイン登録協会北海道支局受付

（北海道ホルスタイン農協）

（件）
1,600

1,200

800

400

0

図１　釧路地区のSNP調査実施状況

年度 1頭 2頭 3頭 4頭 5頭 6頭 7頭 8頭 9頭 10頭 11頭 12頭 13頭 16頭 17頭 18頭 戸数
2013 4 1 5
2014 5 1 6
2015 8 4 2 1 1 16
2016 12 3 4 2 1 22
2017 11 7 3 3 1 1 1 1 1 29
2018 10 3 2 2 3 1 1 3 1 1 1 1 1 30
2019 8 7 1 1 1 18

126

表２　SNP検査実施頭数分布と戸数
　　　（釧路地区の日本ホルスタイン登録協会北海道支局受付よるSNP検査を実施した農家）

－1年 0年 1年 2年 3年 4年

雌　　牛
(従　　来) 交配 誕生 未経産時

交配
初産時
交配

2産時
交配
(後継牛)

後継牛
誕生

雌　　牛
(ゲノミック) 交配 誕生

未経産時
交配
(後継牛)

後継牛
誕生 2年短縮

表１　雌牛の従来評価とゲノミック評価における
　　　世代間隔のイメージ

▲ ゲノミック評価を利用することにより、従来評価よりも2年世代間隔が短
縮される！

＊2019年度は６月末までの実績です。
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も
含
め
す
べ
て
の
未
経
産
牛
が
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
評
価
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
評
価

を
利
用
し
た
牛
群
改
良
に
役
立
て
ら
れ

る
事
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
．
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
の

　

利
用
方
法
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ゲ

ノ
ミ
ッ
ク
評
価
に
よ
っ
て
未
経
産
牛
や

若
雄
牛
の
遺
伝
評
価
値
の
信
頼
性
が
向

上
し
世
代
間
隔
も
大
幅
に
短
縮
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
酪
農
家

が
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
牛
群
内

で
未
経
産
牛
を
１
頭
の
み
調
べ
て
も
意

味
は
無
く
、
牛
群
内
の
す
べ
て
の
（
な

る
べ
く
多
く
の
）
未
経
産
牛
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ

検
査
を
実
施
し
、
牛
群
内
の
未
経
産
牛

の
遺
伝
的
能
力
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
上
位
何
％
か
ら
後
継
牛
を
残
す

か
を
牛
群
規
模
や
経
営
方
針
で
設
定
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば

図
２
の
様
に
、
上
位
10
％
以
内
は
性
選

別
精
液
（
Ｘ
精
液
）
を
活
用
し
て
後
継

牛
を
初
産
分
娩
時
に
確
保
し
、
牛
群
更

新
に
必
要
な
雌
牛
の
確
保
に
役
立
て
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
上
位

に
位
置
す
る
雌
牛
は
特
に
牛
群
の
遺
伝

改
良
に
貢
献
で
き
る
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、

経
営
的
に
余
裕
が
あ
れ
ば
採
卵
を
行
い
、

優
良
な
娘
牛
を
多
く
生
産
す
る
こ
と
も

お
勧
め
し
ま
す
。
下
位
10
％
は
後
継
牛

を
残
さ
ず
、
和
牛
精
液
等
を
利
用
す
る

こ
と
で
Ｆ
１
を
生
産

し
収
益
を
上
げ
る
こ

と
も
対
策
の
一
つ
で

す
し
、
牛
群
の
中
で

も
遺
伝
的
能
力
が
低

い
グ
ル
ー
プ
に
な
る

た
め
更
新
雌
牛
に
余

裕
が
あ
る
よ
う
で
し

た
ら
、
娘
牛
を
残
さ

な
い
対
処
を
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
雌
牛
を
個
体
販
売
等
で

淘
汰
を
す
る
事
や
牛
群
内
上
位
雌
牛
か

ら
得
ら
れ
た
受
精
卵
を
移
植
し
、
レ
セ

ピ
ア
ン
ト
（
受
卵
牛
）
と
し
て
の
活
用

方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
間

層
は
通
常
精
液
を
利
用
す
る
と
い
っ
た

経
営
計
画
が
立
て
易
く
な
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

５
．
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
情
報
に

　

つ
い
て

　

現
在
、
雌
牛
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
は

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
の
定
着
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
毎
月
評
価
が
さ
れ
、
そ
の
内

３
回
が
公
表
さ
れ
る
事
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
最
新
世
代

の
未
経
産
牛
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
結
果

表３　 雌牛の国内評価の公表時期及び回数

▲ 雌牛のゲノミック評価は、2018年-8月以降、
毎月評価に移行され、結果がより早く判明し、
より効果的に利用できるようになっている。

時期 雌　　　　牛
公表 ゲノミック評価

1月 　 ○
2月 ● ○
3月 　 ○
4月 　 ○
5月 　 ○
6月 　 ○
7月 　 ○
8月 ● ○
9月 　 ○
10月 　 ○
11月 　 ○
12月 ● ○

和牛精液

下位10% 上位10%

低い 低いGPI

性選別精液通常精液

図２　ゲノミック評価活用イメージ

３
．
交
配
種
雄
牛
の
選
定
と

　

牛
群
選
抜
の
情
報
と
し
て

　

活
用
す
る
！

　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
の
最
大
の
狙
い
は
、
牛

群
内
の
子
牛
を
検
査
す
る
こ
と
で
、
若

い
世
代
の
遺
伝
改
良
の
状
況
を
把
握
し
、

育
成
牛
に
交
配
す
る
種
雄
牛
の
選
定
や

牛
群
内
に
お
け
る
選
抜
淘
汰
に
役
立
て

て
も
ら
い
、
農
場
の
牛
群
能
力
を
高
め

る
事
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
料
金
に
つ
い
て

は
、
乳
検
事
業
で
は
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価

を
す
る
た
め
に
後
代
検
定
娘
牛
並
び
に

同
世
代
牛
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
料
金
は
ａ
ｌ

ｉ
ｃ
事
業
に
よ
り
定
額
助
成
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
酪
農
家
の
検
査
料
金
の
負
担

は
掛
か
ら
な
い
措
置
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会

北
海
道
支
局
で
は
、
自
動
登
録
同
時
Ｓ

Ｎ
Ｐ
検
査
を
平
成
28
年
４
月
よ
り
受
付

を
開
始
し
て
お
り
、
乳
牛
の
自
動
登
録

と
同
時
に
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
を
行
う
こ
と
で
、

血
統
登
録
証
明
書
料
金
の
半
額
割
引
が

さ
れ
、
登
録
料
金
負
担
軽
減
に
よ
っ
て

Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
普
及
推
進
へ
の
措
置
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

血
統
登
録
と
の
同
時
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
で

は
、
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
事
業
で
実
施
し
た
も
の
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が
よ
り
早
く
判
明
す
る
こ
と
と
な
り
、

後
継
牛
の
早
期
選
抜
や
世
代
間
隔
の
短

縮
と
い
っ
た
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
の
特
性

を
よ
り
効
果
的
に
利
用
で
き
ま
す
。

６
．
試
料
に
つ
い
て

　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
に
用
い
る
試
料
は
、
基

本
的
に
尾
房
の
毛
根
を
用
い
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
血
液
な
ど
か
ら
で
も
抽

出
で
き
る
の
で
す
が
、
採
血
手
数
料
が

必
要
な
こ
と
と
、
双
子
の
場
合
は
そ
の

多
く
が
血
液
キ
メ
ラ
に
な
る
た
め
使
用

で
き
な
い
こ
と
か
ら
毛
根
を
用
い
て
い

ま
す
。
正
し
く
採
取
さ
れ
た
試
料
で
あ

れ
ば
尾
房
部
か
ら
約
80
本
程
度
で
十
分

検
査
で
き
ま
す
。
抜
け
毛
や
汚
れ
た
毛

等
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
が
十
分
に
で
き
な

い
た
め
、
再
度
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
尾
房
の
汚
れ
が
ひ
ど
い
場

合
は
水
で
洗
い
流
し
、
乾
燥
さ
せ
て
か

ら
採
取
し
て
下
さ
い
。
尚
、
断
尾
し
た

牛
に
つ
い
て
は
尾
根
部
の
し
っ
か
り
し

た
毛
を
多
め
（
約
２
０
０
本
）
に
採
取

し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
用
に
採
取

し
た
試
料
は
、
ド
ナ
ー
登
録
時
の
親
子

判
定
や
遺
伝
性
疾
患
、
レ
ッ
ド
因
子
等

の
他
の
遺
伝
子
型
検
査
に
も
使
え
ま
す
。

未経産牛

経産牛

両親の育種価の平均
PA（PI）

ゲノミック評価
GPISNP情報＋ ＝

○血統登録

遺伝能力評価値
EBV

ゲノミック評価
GEBVSNP情報＋ ＝

○血統情報
○検定記録
○体格審査

図３　未経産牛と経産牛のゲノミック評価

７
．
乳
牛
改
良
効
果
が

　

期
待
さ
れ
る
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価

　

従
前
は
、
多
く
の
個
体
の
観
測
値

（
乳
量
等
の
記
録
）
と
血
縁
情
報
を
用

い
統
計
的
な
手
法
に
よ
っ
て
遺
伝
的
能

力
が
推
定
さ
れ
た
両
親
か
ら
の
推
定
育

種
価
（
Ｅ
Ｂ
Ｖ
）
の
平
均
値
に
よ
っ
て

計
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
両
親
か
ら
受
け
継
ぐ
遺
伝
情
報
を

十
分
に
説
明
で
き
な
い
た
め
、
近
年
は

よ
り
高
い
精
度
と
さ
れ
る
一
塩
基
多
型

（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
を
遺
伝
情
報
に
加
え
た
ゲ

ノ
ミ
ッ
ク
評
価
（
図
３
参
照
）
に
よ
り
、

種
雄
牛
だ
け
で
は
な
く
改
良
の
進
ん
だ

若
い
未
経
産
牛
の
段
階
で
の
遺
伝
評
価

が
可
能
と
な
り
、
科
学
的
な
根
拠
に
基

づ
く
乳
牛
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
乳
用
牛
の
遺
伝
的
改
良
の
根

幹
は
、
血
統
登
録
、
牛
群
検
定
、
体
型

審
査
、
後
代
検
定
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
な
か
に
Ｓ
Ｎ
Ｐ
情
報
が
加
わ
り
世
代

間
隔
の
短
縮
や
候
補
種
雄
牛
の
予
備
選

抜
時
の
精
度
向
上
を
実
現
す
る
画
期
的

な
乳
用
牛
の
遺
伝
的
能
力
評
価
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
を
有
効

に
活
用
し
、
効
果
的
な
牛
群
改
良
に
活

か
す
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊参考
最新農業技術畜産vol.11
（一社）家畜改良事業団
「日本の種雄牛ゲノミック
評価を活用し乳牛改良を進
めよう！」
ホルスタイン通信2019-3

▲採取した毛根サンプルのイメージ
　写真：日本ホルスタイン登録協会北海道支局提供
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　近年、農業に従事する女性の減少や晩婚化等により家族労働力は減少するとともに、世代間の間
隔が拡がっており、それらに伴い、特に釧路における酪農経営の７割を占める繋ぎ飼養経営におい
て、過重労働の発生や収益性の悪化がみられます。
　そこで、繋ぎ飼養経営における家族労働力減少対策として、自動給餌機等の省力機械の導入や肉
用子牛等の個体販売強化による複合化の効果について検討しています。

　

表
１
に
、
経
産
牛
１
頭
当
り
ク
ミ
カ
ン
収
支

の
推
移
を
示
し
ま
し
た
。
乳
価
お
よ
び
個
体
販

売
価
格
の
上
昇
に
伴
い
、
経
産
牛
１
頭
当
り
ク

ミ
カ
ン
収
支
は
右
肩
あ
が
り
で
上
昇
し
て
お
り
、

投
資
限
界
は
１
億
円
（
利
子
率
２
％
、
回
収
期

間
10
年
）
を
超
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
同
時

に
、
経
産
牛
１
頭
当
り
支
出
も
増
加
し
て
お
り
、

乳
価
変
動
へ
の
対
応
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
経
済
状
況
が
好
転
す

る
下
で
も
、
施
設
投
資
は
停
滞
し
て
い
ま
す
。

直
近
５
年
の
飼
養
頭
数
規
模
の
動
向
は
、
い
ず

れ
の
規
模
階
層
に
お
い
て
も
、
縮
小
・
離
農
が

拡
大
を
上
回
る
状
況
に
あ
り
、
乳
価
下
落
傾
向

に
あ
っ
た
２
０
０
５
〜
２
０
１
３
年
よ
り
も
規

模
を
拡
大
す
る
酪
農
経
営
の
割
合
は
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

表
２
に
、
労
働
力
別
に
み
た
繋
ぎ
飼
養
経
営

の
経
産
牛
１
頭
当
り
ク
ミ
カ
ン
収
支
を
示
し
ま

し
た
。
労
働
力
が
少
な
い
経
営
ほ
ど
、
経
産
牛

１
頭
当
り
ク
ミ
カ
ン
収
支
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

以
上
の
通
り
、
乳
価
お
よ
び
個
体
販
売
価
格

が
上
昇
し
、
経
済
状
況
が
好
転
す
る
下
で
も
、

繋
ぎ
飼
養
経
営
に
お
け
る
施
設
投
資
は
停
滞
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
家
族
労
働
力
の
少
な
い
経

営
で
は
、
低
収
益
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。 

表２　家族労働力数別にみた経産牛１頭当りクミカン収支

表１　経産牛１頭当りクミカン収支の推移

繋ぎ飼養経営における
家族労働力減少対策の解明 中間

報告

乳価
経産牛１頭当り 総　額

乳量 農業
収入 支出 収支 可処分

収支
投資
限界

可処分
収支

投資
限界乳代 個体

販売 飼料費 租税諸
負担金

（円/kg） （kg/頭） （万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭） （頭） （頭）
2013年 85 7,272 79 62 8 60 23 3 19 12 82 863 6,922 
2014年 90 7,144 81 64 9 61 24 4 20 13 85 907 6,985 
2015年 96 7,218 88 69 11 63 24 4 25 18 125 1,365 10,470 
2016年 98 7,348 94 72 15 65 24 5 29 22 154 1,707 13,136 
2017年 99 7,468 98 74 16 69 25 6 29 21 146 1,568 12,250 
資料：釧路管内6JA資料
注１） 収支=農業収入－（飼料費＋生産資材費＋養畜費＋素畜費＋農業共済掛金＋賃料料金＋修理費＋水道光熱費＋租税諸負担＋そ

の他経営費+雇用労賃+支払利子）（減価償却費は含まない）。
注２）可処分収支＝収支－資金返済
注３）投資限界＝（農業収入－流動財費－流動財資本利子－雇用労働費－家計費）×年金現価係数（利子率2%、資本回収期間10年）

資料：釧路管内6JA資料

家族
労働力

経産牛1頭当たり 総　額

乳量 農業
収入 支出 収支 可処分

収支
投資
限界

可処分
収支

投資
限界乳代 個体

販売 飼料費 賃料
料金

雇用
労働費

（kg/頭） （万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭）（万円/頭） （頭） （頭）
4人以上 7,227 98 74 15 65 24 7 1 32 25 152 1,582 9,695
3人 7,399 96 73 15 66 23 9 1 30 24 140 1,506 8,640
2人以下 7,179 93 71 14 66 23 8 1 27 19 138 1,156 8,418 

１ 

酪
農
経
営
の
動
向
と

　
　

労
働
力
別
に
み
た
収
益
性



　

表
３
に
自
動
給
餌
を
導
入
す
る
経
営
の
概
要
を

示
し
ま
し
た
。
自
動
給
餌
機
（
濃
厚
飼
料
の
み
）

を
導
入
す
る
経
営
は
、
１
９
８
０
年
代
に
建
て
ら

れ
た
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
牛
舎
を
利
用
す
る
経
営
が
多

く
、
自
動
給
餌
機
（
濃
厚
飼
料
＋
粗
飼
料
）
を
導

入
す
る
経
営
は
２
０
０
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
タ

イ
ス
ト
ー
ル
牛
舎
を
利
用
す
る
経
営
が
多
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
、
自
動
離
脱
や
搾

乳
ユ
ニ
ッ
ト
自
動
搬
送
装
置
等
の
搾
乳
に
関
す
る

省
力
・
軽
労
化
機
械
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
基
幹
労
働
力
は
３
名
以
上
（
二
世
代
経
営

ま
た
は
雇
用
労
働
力
を
導
入
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
給
餌
機
を
導
入
す
る
経
営
、
特
に
自
動
給

餌
機
（
濃
厚
飼
料
＋
粗
飼
料
）
を
導
入
す
る
経
営

は
、
手
動
給
餌
を
行
う
経
営
お
よ
び
北
海
道
平
均

に
比
べ
て
、
搾
乳
牛
１
頭
当
り
労
働
時
間
が
短

く
な
っ
て
い
ま
す
（
表
４
）。
労
働
時
間
の
差
は
、

飼
料
給
与
に
要
す
る
時
間
の
差
に
よ
り
ま
す
。
な

お
、
自
動
離
脱
や
搾
乳
ユ
ニ
ッ
ト
自
動
搬
送
装
置

の
導
入
に
よ
る
搾
乳
時
間
の
差
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

自
動
給
餌
機
を
導
入
す
る
経
営
は
、
手
動
給
餌

を
行
う
経
営
に
比
べ
て
給
餌
回
数
が
多
く
、
地
域

平
均
に
比
べ
て
個
体
乳
量
お
よ
び
飼
料
効
果
が
高

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
(
表
５
）。
一
方
で
、

自
動
給
餌
機
導
入
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
導

入
に
際
し
多
額
の
投
資
を
要
す
る
こ
と
と
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
料
が
高
額
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。

表３　自動給餌機を導入する繋ぎ飼養経営の概要

表４　自動給餌機を導入する繋ぎ飼養経営の搾乳牛1頭当り労働時間

　

以
上
の
通
り
、
自
動
給
餌
機
は
、
繋
ぎ
飼
養
経

営
に
お
け
る
省
力
化
お
よ
び
高
泌
乳
化
に
対
し
て
、

効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
導

入
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
性
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
自
動
給

餌
機
導
入
が
コ
ス
ト

に
及
ぼ
す
影
響
や
投

資
の
経
済
性
、
さ
ら

に
は
和
牛
子
牛
生
産

導
入
に
よ
る
複
合
化

が
労
働
時
間
や
農
業

所
得
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。

表５　自動給餌機を導入する繋ぎ飼養経営の個体乳量

注１）ST:スタンチョン、TS：タイストール、PL：パイプライン。

注：北海道平均は平成28年度畜産物生産費統計（農水省）（搾乳牛80～99頭）の値である。

戸数 経営主
年齢

労働力 草地
面積

搾乳牛施設 導入率 乳牛 収穫 委託面積率
基幹 補助 主な

形態
牛床
数

建築
年次

主な
搾乳
方式

自動
離脱

自動
搬送 経産 細切

体系
1番草
収穫

2番草
収穫

（戸） （歳） （人） （人） （ha） （床） （年） （%） （%） （頭） （%） （%） （%）
手動給餌 2 50.0 2.5 0.0 76.0 ST 75.0 1983 PL 50.0 0.0 76.0 50.0 50.0 0.0 

自動
給餌

濃厚飼料 5 43.2 3.6 0.4 92.0 ST 77.8 1980 PL 60.0 40.0 93.0 60.0 39.7 7.6 
濃厚飼料
+粗飼料 7 49.6 3.0 0.6 71.7 TS 87.4 2007 PL 100.0 57.1 92.1 71.4 52.0 21.6 

戸数 計
直接
労働
時間

間接
労働
時間搾乳 飼料

給与
飼料
管理等

生産
管理 除糞等 牧草

生産
（戸） （時間/頭）（時間/頭）（時間/頭）（時間/頭）（時間/頭）（時間/頭）（時間/頭）（時間/頭）（時間/頭）

北海道平均 29 88.3 82.3 45.3 16.2 10.1 1.1 9.5 6.1 4.6 
手動給餌 2 97.0 91.4 45.9 19.3 9.7 1.7 14.8 5.7 3.2 

自動
給餌

濃厚飼料 5 87.5 81.3 49.3 9.3 10.9 1.6 10.1 6.2 4.2 
濃厚飼料+粗飼料 7 83.1 76.9 45.3 8.5 11.8 1.6 9.6 6.3 4.3 

戸数 給餌回数 えさ押し
回数

牛体
モニタリング
システム導入

濃厚飼料
給与量 個体乳量 飼料効果

（戸） （回/日） （回/日） （%） （kg/頭・日） （kg/頭）
釧路平均 － － － － 10.2 7,625 2.5 
手動給餌 2 2.0 3.5 0.0 10.0 6,567 2.2 

自動
給餌

濃厚飼料 5 5.8 2.8 0.0 8.8 8,308 3.1 
濃厚飼料+粗飼料 7 5.8 3.0 14.3 10.2 8,193 2.7 

２ 

自
動
給
餌
機
を
導
入
す
る

                

酪
農
経
営
の
特
徴

注：釧路平均の濃厚飼料給与量は平成28年度乳検成績（経産牛80～99頭、63戸）、
　　個体乳量は農協資料（平成28年度、経産牛80～99頭、98戸）の値である。
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　７月20日に「酪農どうでしょう」という帯広畜産大学のサークルに所属する学生を対
象に釧路管内の新規就農・就業に関する個別相談会を開催しました。
このサークルは、酪農で新規就農を目指す学生や酪農ヘルパー・牧場就職を目指す学生が
多く所属し、大学の講義以外でも酪農に関わる勉強会や道内の牧場へ視察研修を実施する
など活発に活動しています。
　当日はサークルに所属する１年生～３年生の計11名の学生に来場頂きました。

帯
広
畜
産
大
学
で
新
規
就
農・就
業
相
談
会
開
催
！

新規就農や就業を真剣に考える
　学生が所属するサークルがある!!

相
談
を
終
え
た
学
生
か
ら
は
、

「
市
町
村
ご
と
に
話
し
を
聞
け
、
そ
の

地
域
の
特
徴
や
、
就
農
ま
で
の
流
れ
を

そ
れ
ぞ
れ
知
れ
た
の
で
良
か
っ
た
。
新

規
就
農
す
る
前
の
研
修
施
設
や
宿
泊
施

設
の
話
を
聞
い
た
時
に
、
家
具
が
揃
っ

て
い
た
り
交
通
費
が
出
る
な
ど
研
修
し

や
す
い
環
境
が
揃
っ
て
い
る
と
知
れ
た

の
で
、
研
修
に
行
こ
う
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
り
ま
し
た
。
釧
路
の
農
業
に

つ
い
て
聞
い
て
み
て
、
そ
の
場
所
は
ど

ん
な
環
境
で
酪
農
し
て
い
る
か
、
お
お

よ
そ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で

も
実
際
に
そ
の
場
所
へ
行
き
体
験
す
る

こ
と
で
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
と
思
う

の
で
長
期
休
み
を
利
用
し
て
行
き
た

い
。」

釧路から５つの
地域に協力頂き、

１人１人に時間をかけ学生へ
新規就農に関わる研修内容や
支援制度、就業に関する
情報提供を行い、

また学生からの質問や相談
に対応しました。

「
就
農
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

良
い
の
か
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

厚
岸
や
弟
子
屈
の
宿
泊
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
い
。
各
農
協
を
通
じ
て
町
の
良
さ

が
知
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
農
協
の
制

度
に
つ
い
て
教
え
て
頂
く
機
会
は
あ
る

の
で
す
が
、
町
の
良
さ
や
特
徴
を
知
れ

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」

「
新
規
就
農
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ

の
機
会
に
教
え
て
頂
い
た
研
修
や
ヘ
ル

パ
ー
も
視
野
に
入
れ
て
み
よ
う
と
思
っ

た
。」

「
酪
農
実
習
に
興
味
を
持
っ
た
。
釧
路

の
全
て
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
。」

　

と
い
う
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　

道
内
の
農
業
系
大
学
で
は
都
府
県
出

身
者
も
多
く
、「
釧
路
」
と
い
う
地
域

を
知
ら
な
い
学
生
が
圧
倒
的
に
多
い
の

で
す
が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
釧
路
の
牧

場
へ
視
察
に
も
訪
れ
、
酪
農
が
主
産
業

で
あ
る
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
た
め
、

釧
路
で
酪
農
を
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
な
が
ら
相
談
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
釧
路
は
研

修
内
容
や
Ｊ
Ａ
・
市
町
村
の
支
援
制
度

も
充
実
し
て
い
る
た
め
魅
力
を
充
分
に

感
じ
て
も
ら
い
、
生
産
者
や
就
農
・
就

Welcomeデイリー運動
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　Welcomeデイリー運動では、道内外農業系・動物系学校
で「北海道の釧路」をPRし、新規就農に関わる研修や支援
制度、酪農ヘルパーや牧場への就職、短期酪農体験について、
学生を対象とした説明会や個別相談会を積極的に実施してい
ます。まずは体験してみたいという学生が多くいますが、釧
路では短期酪農体験の受け入れやインターンシップの受け入
れ体制が充実しているため、学生が入りやすい環境が整って
います。このような情報提供をきっかけに、酪農を体験しよ
うと多くの学生が釧路へ訪れています。
　卒業後に就農・就業する場所として釧路を選んでもらえる
ようにこれからもPR活動を継続実施して行きます。

Welcomeデイリー運動 ●ホームページなどによる情報発信　●説明会イベントへの参加　●農業系・動物系学校への訪問

業
の
受
け
入
れ
に
関
わ
る
Ｊ
Ａ
担
当
者

か
ら
時
間
を
か
け
て
説
明
を
受
け
、
知

り
た
い
こ
と
を
何
で
も
相
談
で
き
た
の

で
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
充
実
し
た
時

間
と
な
り
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
生

産
者
・
Ｊ
Ａ
職
員
が
身
近
に
い
る
と

知
っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

　

学
生
か
ら
「
支
援
制
度
に
つ
い
て
知

る
機
会
は
あ
る
が
、
町
の
特
徴
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」
と
い
う

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
将
来
就
農
し
た

い
・
働
き
た
い
地
域
と
し
て
町
の
情
報

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
町
の
情
報
は
自
分
が
働
く
・
生
活

す
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
た
め
に
重
要
な

情
報
で
す
。

　

ま
た
「
実
習
の
受
け
入
れ
内
容
や
就

農
ま
で
の
研
修
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が

で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。
実
際
に
ヘ
ル

パ
ー
や
農
協
に
関
わ
り
の
あ
る
酪
農
家

さ
ん
か
ら
話
し
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。

個
人
経
営
の
酪
農
家
さ
ん
で
実
習
生
や

就
農
希
望
者
を
受
け
入
れ
て
下
さ
る
牧

場
の
情
報
も
知
り
た
か
っ
た
。
学
生
の

質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
て
、

ど
の
地
域
も
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。」

と
い
う
感
想
も
あ
り
、
実
際
に
そ
の
地

域
で
経
営
さ
れ
て
い
る
生
産
者
と
話
せ

る
機
会
も
学
生
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
時
間
を
か
け

じ
っ
く
り
相
談
で
き
た
こ
と
で
、
今
回

参
加
し
た
学
生
は
釧
路
に
対
す
る
興
味

が
増
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

学
生
達
は
皆
一
度
釧
路
に
体
験
に
行
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
相
談
会
に
訪
れ
た
学
生
の
中
に

は
週
４
で
搾
乳
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
、

サ
ブ
ヘ
ル
パ
ー
に
登
録
し
て
い
る
と

い
っ
た
人
も
お
り
、
即
戦
力
が
期
待

で
き
る
人
材
が
い
ま
し
た
。
我
々
に

と
っ
て
も
、
帯
広
畜
産
大
学
に
は
ど

の
よ
う
な
学
生
が
い
る
の
か
、
ま
た

酪
農
で
新
規
就
農
・
就
業
を
目
指
し

て
い
る
学
生
が
求
め
て
い
る
情
報
を

把
握
で
き
た
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
一
人
で
も
釧
路
で
就
農
・
就

業
に
結
び
つ
い
て
く
れ
る
こ
と
に
期

待
し
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
代
表
者
か
ら
は
今
回
都

合
が
悪
く
参
加
で
き
な
か
っ
た
学
生

が
ま
だ
多
く
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

帯
広
畜
産
大
学
で
は
今
後
も
相
談
会

を
開
催
し
、
新
規
就
農
や
就
業
を
目

指
す
学
生
に
対
し
釧
路
の
情
報
を
発

信
し
て
行
き
ま
す
。
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和
牛
の
市
場
情
勢

　

上
の
グ
ラ
フ
は
黒
毛
肥
育
牛

の
平
均
販
売
価
格
と
20
ヶ
月
前

の
平
均
素
牛
価
格
の
差
を
年
度

別
推
移
で
表
し
た
表
で
す
。
平

成
25
年
〜
27
年
度
年
当
初
ま
で

肥
育
牛
販
売
額
か
ら
素
牛
購
入

額
の
差
額
は
50
万
円
〜
70
万
円

で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
27
年
の
下
期
頃
よ
り
40
万
円

を
切
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

素
牛
市
場
価
格
の
上
昇
に
よ
り

肥
育
販
売
の
利
益
幅
は
減
少
し

て
お
り
、
最
近
で
は
素
牛
市
場

価
格
も
下
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
肥
育
業
者
が
求
め

る
牛
を
生
産
で
き
な
け
れ
ば
現

状
の
素
牛
市
場
で
の
販
売
金
額

よ
り
も
さ
ら
に
下
が
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

 

求
め
ら
れ
る
肥
育
素
牛

　

肥
育
農
家
が
求
め
る
牛
は
一

般
に
①
肉
量
が
と
れ
る
よ
う
に

丈
夫
に
大
き
く
な
る
②
枝
肉
の

サ
シ
の
入
る
能
力
が
高
い

　

と
言
っ
た
牛
を
求
め
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

これから求められる釧路の和牛改良は
骨味、コザシです!

最
近
の
釧
路
管
内
の
繁
殖
牛

は
大
き
く
な
る
子
を
産
む
能

力
は
備
わ
っ
て
き
て
い
る

　

左
の
グ
ラ
フ
は
釧
路
管
内
か

ら
十
勝
素
牛
市
場
に
出
荷
し
た

素
牛
の
体
重
を
日
齢
で
割
っ
た

増
体
量
の
年
間
平
均
値
を
農
協

別
の
年
度
推
移
で
表
し
た
も
の

で
す
。

　

７
・
８
年
前
は
３
０
０
日
齢

で
は
３
１
０
㎏
前
後
で
出
荷
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

平
均
で
３
４
０
㎏
以
上
で
出
荷

 

６７８９10 11 12 １２３４５６７８９10 11 12

１２３４５６７８９10 11 12 １２３４５６７８９10 11 12

１２３４５６７８９10 11 12 １２３４５６７８９10 11 12 １２３４

１２３４５６７８９10 11 12 １２３４５６７８９10 11 12
1,500

1,300

1,100

900

700

500

300

800

700

600

500

400

300

200

平成27年

黒毛枝肉販売年月

黒毛素牛販売年月
平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

価格差めす

平成28年 平成29年 平成30年

子牛価格と肥育価格

価格差去 子牛価格めす肥育価格めす子牛価格去肥育価格去

（千円）
（千円）

（月）

（月）

歩留まりの良い
骨味の牛が欲しい!

体高・幅・深み・強健がある健康で大きくなる牛がほしい!
良い血統と育種価のサシの能力のある牛がほしい!

そんな牛を頭数揃えたい!

骨味とは
●和牛の品種の特徴 　骨が細く平骨

骨細く平骨＝枝肉の骨の量が少ない
⬇

骨味が良い＝歩留が良い。 
枝肉の骨以外の量（歩留まり）は？

•黒毛和種の平均は80～85％ 
　500kgの枝肉なら85％では＝425kgの牛肉
　　　　　　　　　  80％では＝400kgの牛肉
　　　　　　　　　　　　　　　　その差25kg

1.00
1.02
1.04
1.06
1.08
1.10
1.12
1.14
1.16

ＪＡ浜中町
ＪＡ標茶町
ＪＡ摩周湖
ＪＡ阿寒
ＪＡ釧路丹頂

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

1.16
1.14
1.12

黒毛素牛市場去勢出荷  農協別１日当増体重 年度別推移
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最
近
に
な
り
、
肉
に
コ
ザ
シ

が
入
る
能
力
を
表
す
枝
肉
の
脂

の
細
か
さ
指
数
の
育
種
価
が
算

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
左
の
表
は
脂
の
細
か
さ
指

数
の
高
い
種
雄
牛
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

今
後
の
黒
毛
の
肥
育
素
牛
生

産
を
す
る
上
で
脂
肪
交
雑
や
枝

肉
重
量
等
の
育
種
価
と
同
様
に

素
牛
購
買
者
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
能
力
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

 

和
牛
生
産
の

　

次
の
ス
テ
ー
ジ

　

地
域
的
な
和
牛
産
地

と
し
て
形
成
す
る
た
め

に
は
地
域
的
に
目
指
す

目
標
を
共
有
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
品
質
の

良
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
を
意
識
す
る
必
要
が

あ
る
と
言
え
ま
す
。

これから求められる釧路の和牛改良は
骨味、コザシです!

が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
が
サ
シ
が
粗
い
で

す
。
①
の
枝
肉
は
小
ザ
シ
と
言

わ
れ
る
き
め
細
か
い
サ
シ
が
入

っ
て
い
る
た
め
、
枝
肉
の
評
価

は
高
く
な
り
ま
す
。
肥
育
技
術

に
も
よ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
枝
肉
に
細
か
い
ザ
シ
が
入
る

能
力
を
種
雄
牛
に
期
待
す
る
改

良
も
必
要
と
言
え
ま
す
。

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
釧
路
管
内
と

道
内
主
要
産
地
の
基
本
登
録

（
新
た
に
繁
殖
牛
に
供
用
す
る

際
に
行
う
登
録
）
の
平
均
得
点

を
年
度
別
の
推
移
で
表
し
た
グ

ラ
フ
で
す
。

　

基
本
登
録
点
数
は
体
格
の
大

き
い
牛
が
点
数
が
高
く
な
る
要

素
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
他
の

主
要
産
地
よ
り
点
数
は
低
い
で

す
が
、
現
在
は
主
要
産
地
と
変

わ
ら
な
い
得
点
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
大
き
い
子
牛
は
大
き

な
母
牛
じ
ゃ
な
け
れ
ば
生
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
体
格
の

あ
る
繁
殖
牛
が
増
え
て
い
る
＝

大
き
く
な
る
子
を
産
む
能
力
を

備
え
て
い
る
牛
が
増
え
て
き
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
登
録
点
数

が
高
か
っ
た
主
要
産
地
も
肉
質

を
重
視
し
た
改
良
が
さ
れ
る
た

め
か
81
点
前
後
に
と
ど
ま
る
傾

向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

求
め
ら
れ
る
産
肉
の
能
力

　

右
の
①
写
真
は
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
８

で
②
は
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
６
の
枝
肉
の

写
真
で
す
。
評
価
上
大
き
な
差

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
②
は
サ
シ

黒毛和種平均基本登録点数の年度別推移

79.7
79.9
80.1
80.3
80.5
80.7
80.9
81.1
81.3
81.5

釧路
胆振

北海道平均
十勝
日高

H25 H26 H27 H28 H29 H30

❶❷

名　号 枝肉重量 枝肉ランク 歩留 歩留ランク 脂肪交雑 脂肪交雑
ランク

美津照重 10.027 C 2.577 A 3.062 A
光平照 -6.635 C 2.216 A 2.885 A
隆之国 27.745 C 2.54 A 2.827 A
美津百合 17.472 C 2.81 A 2.819 A
勝早桜５ 95.636 A 3.426 A 2.813 A
安福久 1.181 C 3.922 A 2.812 A
藤重栄 61.557 B 2.548 A 2.802 A
芳之国 74.949 A 0.749 C 2.716 A

Ｈ 30.8 月評価　種雄牛産肉能力育種価（脂肪交雑順）

釧路和牛の次のステージ
肥育購買者へのアピール

【骨味の改良】
　•歩留の能力を高める
【コザシの改良】
　・ きめ細かいサシが入る素牛生産

さて、十勝市場へ
釧路の素牛買いに行くか!!
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　釧路農協連では農協並びに釧路農業改良普及センターと連携して釧路管内における黒毛和種の生産技術
向上を目的に、和牛生産農場に対し飼養管理技術相談や情報を提供する「和牛農場調査」という取り組み
を行っています。
　昨年の農場調査の取り組みについて紹介します。

　

阿
寒
地
区
で
調
査
を
行
っ
た
農
場
で

は
繁
殖
牛
が
過
肥
と
な
っ
て
お
り
、
９

月
に
行
っ
た
二
回
目
の
調
査
で
は
15
頭

の
繁
殖
牛
の
平
均
の
栄
養
度
は
７
．５

で
中
に
は
８
に
な
る
よ
う
な
牛
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

繁
殖
牛
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
さ
せ
、
適

正
な
栄
養
度
の
状
態
に
す
る
た
め
の
提

案
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

■ 

放
牧
地
を
制
限
し
、
良
質
な
草
を
食

べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

こ
の
牧
場
は
放
牧
地
が
広
く
、
栄
養

価
の
高
い
良
質
な
牧
草
が
豊
富
に
あ
る

た
め
、
放
牧
地
を
制
限
し
、
良
質
な
草

を
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

■ 

少
し
品
質
の
落
ち
る
粗
飼
料
で
栄
養

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

　

受
胎
牛
の
み
の
牛
群
を
作
り
、
通
常

よ
り
も
少
し
品
質
が
劣
る
粗
飼
料
（
二

番
草
や
刈
り
遅
れ
等
）、
ま
た
は
栄
養

価
が
高
い
粗
飼
料
し
か
な
い
場
合
は
、

良
い
粗
飼
料
を
制
限
し
て
、
不
足
分
を

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

2回目
9/3

3回目
11/5

4回目
12/18

5回目
2/20

栄養度の推移7.5

6.5
6.25

5.9

阿
寒
地
区
で
の
農
場
調
査
の
事
例

農家のお悩み相談

阿寒・幌呂

繁
殖
牛
過
肥
の
改
善
!

麦
稈
な
ど
を
ロ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー
で
細
断

し
て
給
与
し
、
栄
養
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
制
限
給
与
に
よ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

提
案
し
ま
し
た
。
た
だ
し
こ
こ
で
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
分
娩
が
近

い
繁
殖
牛
に
つ
い
て
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

さ
せ
ず
に
体
型
を
維
持
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

■  

乾
草
の
食
べ
放
題
で
は
な
く
、
制
限

給
与
に
し
て
み
る
。

　

こ
の
牧
場
で
は
乾
草
は
食
べ
放
題
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
朝
、
昼
、
晩
の
３

回
に
分
け
て
与
え
る
こ
と
で
過
肥
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し

た
。

　

上
記
の
提
案
を
通
し
て
、
１
年
間

２
ヵ
月
ご
と
に
農
場
を
訪
れ
、
繁
殖
牛

の
栄
養
度
を
調
査
し
、
経
過
を
観
察
し

ま
し
た
。
急
激
に
栄
養
度
が
変
わ
る
よ

う
に
は
せ
ず
、
変
動
は
緩
や
か
に
ダ
イ

エ
ッ
ト
さ
せ
ま
す
。
ま
た
冬
場
は
夏
場

よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
る
た

め
、
そ
れ
も
考
慮
し
た
栄
養
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

農
家
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
、
９
月
の

栄
養
度
調
査
で
は
平
均
７
．
５
だ
っ
た

繁
殖
牛
は
、
２
月
の
栄
養
度
調
査
で
は

平
均
栄
養
度
５
．９
と
な
り
、
ど
の
牛

も
過
肥
が
解
消
さ
れ
て
お
り
、
食
い
負

け
し
て
い
る
牛
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
の
栄
養
度
調
整
は
厳
寒
期

が
終
わ
る
に
つ
れ
て
、
再
度
栄
養
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
そ
の
ま
ま
の
栄
養

度
を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う
に
調
整
す

る
よ
う
に
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

㏌ 

和牛農場調査隊が行く
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パ
ド
ッ
ク
の
泥
ね
い
化
の
解
消
!

　

幌
呂
地
区
で
調
査
を
実
施
し
た
農
場

で
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
牧
場
で
は
パ
ド
ッ
ク
の
水
は
け

が
悪
く
、
泥
ね
い
化
し
て
お
り
、
夏
、

雨
の
日
や
そ
の
翌
日
に
牛
が
牛
舎
内
に

密
集
し
、
暑
く
な
る
た
め
外
に
出
て
、

泥
ね
い
化
し
て
い
る
パ
ド
ッ
ク
で
寝
そ

べ
り
、
体
を
濡
ら
し
風
邪
や
下
痢
な
ど

幌
呂
地
区
で
の
農
場
調
査
の
事
例体

調
を
崩
す
牛
が
多
く
、
ま
た
親
付
き

に
し
て
い
る
子
牛
も
親
に
く
っ
つ
い
て

パ
ド
ッ
ク
で
寝
そ
べ
る
た
め
体
調
を
崩

し
て
し
ま
す
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
改
善
策
と
し
て
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
パ
ド
ッ
ク
の
泥
ね
い
化
の
解

消
と
し
て
地
表
の
泥
ね
い
を
す
く
い
取

り
、
そ
の
下
に
排
水
溝
を
設
置
し
水
が

　今回、昨年の農場調査での取り組みの一部を
紹介させて頂きましたが、上記の取り組みの他
にも様々な提案や情報提供をさせていただき、
農協や関係機関、農家の協力のもと農場調査に
取り組んでまいりました。今後もこれらの取り
組みを通して釧路管内の和牛生産農場の飼養管
理技術の向上に努めさせていただきます。

排
水
で
き
る
よ
う
傾
斜
を
つ
け
ま
す
、

敷
材
と
し
て
火
山
灰
を
敷
き
詰
め
る
こ

と
で
パ
ド
ッ
ク
の
水
は
け
を
解
消
し
ま

す
。　

　

次
に
夏
に
向
け
た
牛
舎
内
の
暑
さ
対

策
と
し
て
、
３
台
の
送
風
機
を
設
置
し
、

室
温
を
下
げ
る
と
と
も
に
換
気
の
改
善

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

上
記
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
パ
ド
ッ

ク
の
泥
ね
い
化
が
改
善
さ
れ
、
２
月
ま

で
は
大
き
く
体
調
を
崩
す
牛
も
い
な
い

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

飼槽の柱に各月齢の体高のの目安となる高さに青い
テープを目印として付けて発育状況を確認しやすいよ
うにしたもの

冬場は必要なエネルギーが増えるため、乾草を多めに
与え、急激に栄養度が変動しないようにする必要があ
ります。

泥ねいをすくい取り、火山灰を敷き詰めたパドック。
春先、雪が解けた際にパドックの状況を確認し再度火
山灰を入れるかを検討します。



　７月９日㈫釧路市大楽毛の釧路農協連家畜共進会場におきまし
て第110回釧路種馬共進会を開催致しました。管内農協の後援
のもと、管内から選りすぐりの農用馬28頭が出品され、会場に
は出品関係者や管内市町村、関係農業団体等の関係者が多数ご来
場されました。それぞれの地区で選抜されたものだけに優秀な馬
が揃いました。公益社団法人 日本馬事協会 業務部 次長 山下大
輔氏が審査に当り、審査の結果次の通り決定しました。

1部　１歳雄馬
勇　栄 日輓 鹿毛 H30.3.31 しべちゃ

板鼻　要一

2部　１歳雌馬
栄　光 日輓 栗毛 H30.4.8 阿　寒

山根　勝幸

3部　２歳雌馬
栄　華 日輓 鹿毛 H29.5.25 くしろ丹頂

江崎　勝三

4部　３歳以上雌馬
春　姫 日輓 栗毛 H24.5.4 阿　寒

木村　雄司

最高位賞

■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　■馬　　名　栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華栄　華（日輓）（日輓）（日輓）（日輓）（日輓）（日輓）（日輓）（日輓）（日輓）（日輓）（日輓）（日輓）
■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　■毛　　色　鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛鹿　毛
■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　■生年月日　Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25Ｈ29.５.25
■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　■出 品 者　江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三江崎　勝三

各部１等賞

第110回第110

釧路種馬共進会

5部　３歳以上雌馬子付き
優　姫 日輓 青毛 H19.6.6 阿　寒

山崎　征英

6部　北海道和種２歳以上雌馬
栄ヒメ 北和 河原毛 H29.5.8 くしろ丹頂

平田　忠幸

7部　ポニー２歳以上雌馬
ミ　ミ シ・ポ 駁栗毛 H28.5.2 摩周湖

長谷川義信

（敬称略）

審
査
員

　
山
下
次
長
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　８月13日㈫釧路市大楽毛釧路農協連家畜共進会
場におきまして令和元年度釧路ホルスタイン共進会
を開催致しました。管内農協の後援のもと、管内か
ら選りすぐりの乳牛78頭が出品されました。

リザーブグランドチャンピオン
（リザーブインターミディエイトチャンピオン）

グランドチャンピオン
（インターミディエイトチャンピオン）

令和元年度 釧路ホルスタイン共進会

（敬称略）

■審査員：株式会社 十勝家畜人工授精所
　フィールド調査部 資源調査次長 児玉  辰司氏
■出品頭数：78頭（申込頭数160頭）
　(内訳：1～16部73頭・ジュニアカップ５頭)

アワープライド  ブラツドニツク ブライリー ET
父　レーガンクレスト ＧＶ Ｓ ブラツドニツク ET
出品者　ＪＡくしろ丹頂(鶴居)　植田　紘史

フイールドツリー マツクス ドミニク
父　バルビツソン　ドミニク　ＥＴ

出品者　ＪＡくしろ丹頂(鶴居)　農)清和農場

Ｊ　Ａ 管内出品頭数
釧 路 太 田 2
浜 中 町 1
し べ ち ゃ 13
摩 周 湖 15
阿   寒 7
くしろ丹頂 40
合　計 78

グランドチャンピオン（インターミディエイトチャンピオン）
アワープライド  ブラツドニツク  ブライリー  ＥＴ くしろ丹頂(鶴居
（レーガンクレスト  ＧＶ  Ｓ  ブラツドニツク  ＥＴ） 植田　紘史
リザーブグランドチャンピオン（リザーブインターミディエイトチャンピオン）
フイールドツリー  マツクス  ドミニク くしろ丹頂(鶴居
（バルビツソン  ドミニク  ＥＴ） 農)清和農場
ジュニアチャンピオン
デニセス  ドアマン  デリア 阿　寒
（バルビツソン  ドアマン  ＥＴ） 安藤　浩太朗
リザーブジュニアチャンピオン
デリア  ドアマン  サンチエス 阿　寒
（バルビツソン  ドアマン  ＥＴ） 安藤　浩太朗
シニアチャンピオン
メドーブリツジ  ジヤステイ  デンプシー 摩周湖
（リル  ドルー  デンプシー） ㈱メドーブリッジホルスタインズ
リザーブシニアチャンピオン
ＳＰ  ルイスデール  チヤリー  アベイル  ＥＴ くしろ丹頂(鶴居
（デスー  ＢＫＭ  マツカチエン  １１７４  ＥＴ） 農)高橋農場
ジュニアショウマンシップチャンピオン
サニーウエイ  ラステイ  ドアマン 釧路太田
（バルビツソン  ドアマン  ＥＴ） 安達　亮佑
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「
ニ
ニ
シ
ベ
ツ
」の
名
の
由
来
と

  

母
な
る
大
河「
仁
々
志
別
川
」

　

釧
路
市
阿
寒
町
内
の
東
部
に
位
置
す

る
仁
々
志
別
地
区
。
そ
の
名
の
由
来
は

他
の
道
内
各
地
名
同
様
に
語
源
は
ア
イ

ヌ
語
で
、「
ニ
ニ
シ
ベ
ツ
」
も
ア
イ
ヌ

語
の
「
ニ
・
ウ
シ
・
ペ
ツ
」
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ニ
」
は
「
樹
木
」、「
ウ
シ
」
は

「
繁は
ん

茂も

す
る
」
と
の
意
。「
ペ
ツ
」
は

「
枝
川
」
の
意
味
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
ニ
ニ
シ
ベ
ツ
」
は

「
木
の
繁
茂
す
る
枝
の
多
い
川
」

　

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
地
の
地
形

を
鑑
み
る
と
ま
さ
に
〝
言
い
得
て
妙
〞

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
い
つ
か
ら
こ
の

「
ニ
ニ
シ
ベ
ツ
」
と
い
う
呼
称
が
定
着

し
た
か
は
不
明
で
す
。

　

名
の
起
源
と
な
る
く
ら
い
で
す
か
ら

昔
の
仁
々
志
別
川
は
、
ま
さ
に
満
々
た

る
水
を
要
し
、
深し
ん

淵え
ん

に
大
魚
を
潜
ま
せ

た
大
河
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
仁
々
志
別
川
の
状
況
か
ら
こ

の
事
実
を
想
像
す
る
の
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
昭
和
二
〜
八

年
頃
ま
で
、
近
隣
の
オ
リ
ョ
マ
ッ
プ
川
、

ポ
ン
ニ
ニ
シ
ベ
ツ
川
、
オ
ン
ネ
ナ
イ
川

と
共
に
仁
々
志
別
川
で
は
、
豊
富
な
水

量
を
利
用
し
た
『
筏い
か
だ流
し
』
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

筏
流
し
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
川
の

水
流
を
利
用
し
、
筏
を
用
い
て
木
材
の

流
送
を
行
う
こ
と
で
、
主
と
し
て
鉄
道

用
枕
木
用
材
を
流
送
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

筏
流
し
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
ま
ず

流
送
す
る
材
を
冬
に
伐
採
し
貯
木
し
ま

す
。
そ
し
て
春
の
融
雪
期
の
増
水
と
秋

の
降
雨
期
の
二
期
、
そ
れ
ぞ
れ
の
川
に

ダ
ム
を
築
い
て
貯
水
し
ま
す
。
そ
し
て

水
が
満
杯
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
一
気
に

ダ
ム
を
決
壊
さ
せ
、
材
を
積
ん
だ
筏
を

発
進
さ
せ
ま
す
。
こ
の
筏
流
し
は
、
奔

流
と
な
っ
た
大
河
の
荒
狂
う
流
れ
に
翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ
な
が
ら
一
気
に
流
れ
下
る
と
い

う
危
険
な
仕
事
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に

仁
々
志
別
川
は
曲
が
り
く
ね
っ
て
お
り
、

原
流
の
ま
ま
人
工
的
に
手
の
加
え
て
い

な
い
自
然
の
状
態
で
あ
っ
た
た
め
至
る

と
こ
ろ
に
倒
木
、
流
木
が
あ
り
、
材
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
引
っ
か
か
り
、
そ
れ

を
取
り
除
い
て
流
す
、
と
い
う
大
変
難

儀
し
た
作
業
工
程
で
あ
り
、
到
着
地
点

の
ヒ
ラ
ト
マ
エ
（
現
北
斗
）
ま
で
流
し

落
す
の
に
約
一
ヶ
月
は
か
か
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

入
植
初
期
の
状
況

　

仁
々
志
別
地
区
へ
の
入
植
は
大
正
七

年
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
植
当
時
、

現
阿
寒
中
央
（
舌
辛
村
）、
徹
別
、
阿

寒
湖
温
泉
（
※
雌
阿
寒
で
は
既
に
硫
黄

の
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
）
は
す
で
に

開
拓
さ
れ
て
お
り
、
釧
路
市
街
地
か
ら

阿
寒
湖
へ
通
じ
る
道
は
拓ひ
ら

か
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
整
備
さ
れ
た
俗
に
言
う

釧
路
管
内
の
歴
史
を
巡
る
旅

Vol.4

阿
寒
町
仁に

に々

志し

別べ
つ

地
区
の

　
　
　
　
　
　
　
　 

成
り
立
ち

　釧路農協連通信シリーズ企画『釧路
管内の歴史探訪』連載の４回目。
　今号では釧路市阿寒町の仁

に
々
に
志
し
別
べつ
地

区の成り立ちをピックアップしたいと
思います。
※ 内容に関しては諸説ありますのであ
くまで筆者の見解も含む点、ご了承
願います。
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仁
々
志
別
道
の
整
備
は
川
に
添
っ
て

つ
く
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
正
確
に

は
川
添
い
の
歩
き
や
す
い
ル
ー
ト
に

沿
っ
て
切
り
拓
い
た
と
い
う
ほ
う
が
正

し
い
で
す
。
大
正
七
〜
十
年
に
は
人
が

通
れ
る
く
ら
い
の
徒
歩
道
で
し
た
が
、

十
年
以
降
岩
手
県
な
ど
か
ら
二
十
三
戸

が
ど
っ
と
入
植
し
た
こ
と
で
人
口
増
に

よ
り
交
通
量
も
増
し
、
こ
の
頃
を
境
に

部
落
総
出
で
中
央
へ
道
普
請
が
行
わ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
正

十
一
年
頃
か
ら
馬
の
購
入
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
乗
馬
に
よ
る
移
動
が
メ
ジ
ャ
ー

に
な
っ
た
背
景
も
あ
り
、
馬
道
と
し
て

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
い
ず

れ
に
し
て
も
乗
馬
ま
た
は
歩
い
て
の
交

山花市街地

↑山越えのルート

仁々志別
地区

〝
道
路
〞
と
い
う
表
現
で
は
な
く
、
馬

の
背
に
荷
物
を
括
り
つ
け
て
運
ぶ
時
代

の
い
わ
ゆ
る
〝
道
〞
と
い
う
表
現
が
正

し
い
と
い
え
ま
す
。

　

仁
々
志
別
は
前
記
の
阿
寒
町
中
央

（
西
部
）
に
比
べ
「
開
拓
不
能
地
」
と

し
て
長
ら
く
放
置
さ
れ
、
当
初
は
全
く

の
「
手
付
か
ず
」
で
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
開
拓
す
る
に
あ
た
り
現
地
に
侵
入

す
る
一
番
の
至
近
距
離
は
オ
ン
ネ
ビ
ラ

（
現
山
花
）
だ
っ
た
た
め
、
仁
々
志
別

〜
山
花
間
の
ル
ー
ト
を
構
築
す
る
の
が

交
通
整
備
の
第
一
優
先
事
項
で
あ
り
ま

し
た
。（
阿
寒
町
中
央
や
釧
路
市
街
地

へ
向
う
の
も
す
べ
て
山
花
を
経
由
し
て

い
ま
し
た
。）

通
で
す
か
ら
、
市
街
地
へ
移
動
す
る
に

は
朝
早
く
出
て
夕
、
暗
く
な
っ
て
帰
る

と
い
う
、
ま
さ
に
買
出
し
は
一
日
が
か

り
の
仕
事
で
し
た
。

　

そ
こ
で
阿
寒
町
市
街
地
（
西
部
方

面
）
へ
の
移
動
に
際
し
、
い
ち
い
ち
山

花
を
経
由
す
る
の
で
は
な
く
、
近
距
離

の
ル
ー
ト
を
求
め
て
山
越
え
を
行
っ
た

と
い
う
古
い
記
録
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
文
字
通
り
の
〝
山
越
え
〞
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
道
に
迷
っ
た
り
す
る
等
、

難な
ん

行ぎ
ょ
う

苦く

行ぎ
ょ
うで
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
へ
の
願

望
が
現
中
阿
寒
十
八
線
道
路
開
拓
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
道
が
整
備
さ
れ
、
い
よ
い
よ

未
開
地
の
開
墾
と
な
り
ま
し
た
。
男
性

達
は
次
々
と
大
木
を
切
り
倒
し
、
枝
を

切
り
除
き
、
鋸の
こ
ぎ
り切
で
玉
切
り
に
し
て
、

そ
れ
を
転
が
し
て
集
め
る
。
細
い
雑
木

は
根
か
ら
堀
り
お
こ
し
、
雑
草
の
刈
り

取
っ
た
も
の
と
積
み
重
ね
、
火
を
つ
け

て
焼
き
は
ら
う
。
女
性
や
子
供
達
も
協

力
し
て
土
を
掘
り
お
こ
す
。
毎
日
毎
日

が
苦
闘
の
連
続
で
し
た
。
打
ち
お
ろ
す

斧
の
音
が
野
山
に
響
く
。
草
木
を
焼
く

煙
が
た
ち
込
め
る
。
次
第
に
開
か
れ
て

い
く
部
落
を
日
々
眺
め
、
明
日
に
向

か
っ
て
突
き
進
む
想
い
こ
そ
が
一
番
の

活
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
各
所
に
畑
が
出
き
ま
し
た
。

少
々
時
期
遅
れ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ま
ず
畑
に
馬
鈴
薯
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

馬
鈴
薯
は
気
候
に
も
マ
ッ
チ
し
、
各
自

の
努
力
で
大
豊
作
と
な
っ
た
こ
と
で
入

植
者
は
自
信
を
得
て
、
大
い
に
喜
ん
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

仁々志別地区地図
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主
と
し
て
、
馬
、
牛
、
め
ん
羊
が
被

害
に
あ
い
、
そ
し
て
襲
う
の
は
決
ま
っ

て
夜
中
だ
っ
た
の
で
朝
、
そ
の
惨
劇
を

目
の
当
た
り
に
し
人
々
は
恐
怖
に
駆
り

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
日
中
に
熊

と
遭
遇
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
昼
間
襲

わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
北
海
道
各
地
の
開
拓
秘
話
で

は
相
当
手
酷
い
熊
の
人
的
被
害
報
告
も

あ
り
、
釧
路
管
内
の
熊
は
特
別
お
と
な

し
い
わ
け
で
は
な
く
、
当
時
彼
ら
の
棲

息
地
（
未
開
の
仁
々
志
別
）
は
餌
に
余

裕
が
あ
っ
た
の
と
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
人

に
出
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
見

た
こ
と
も
な
い
二
本

足
の
動
物
に
奇
異
を

感
じ
敬
遠
し
た
か
ら

で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も

熊
は
依
然
と
し
て
北

海
道
の
〝
山
の
オ
ヤ

ジ
〞
で
あ
り
、
獰
猛

な
動
物
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
の

で
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
で
あ
る
こ
と
は
胸

に
留
め
て
お
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

し
、
下
に
な
っ
て
た
人
を
助
け
た
話

（
徹
別
「
ミ
ニ
開
拓
史
」）
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
仁
々
志
別

の
ド
真
ん
中
で
起
っ
た
熊
の
い
く
つ
か

の
事
件
を
列
挙
し
ま
す
。

其 

の
一　

大
正
十
一
年
、
東
の
沢

に
入
植
し
た
Ｔ
氏
は
馬
を
家
の

近
く
に
繋
い
で
お
く
と
、
夜
中

に
熊
に
襲
わ
れ
殺
さ
れ
て
し
ま

い
、
恐
ろ
し
く
な
っ
て
こ
こ
に

住
み
着
く
気
力
を
失
っ
て
し
ま

い
仁
々
志
別
の
地
を
あ
と
に
し

た
。

其 
の
二　

昭
和
二
十
三
年
、
Ｍ
氏

が
幌
呂
越
の
国
有
林
で
炭
焼
き

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
犬
が
ワ

ン
ワ
ン
と
木
に
向
か
っ
て
吠
え

る
の
で
よ
く
見
る
と
頭
上
５
ｍ

ほ
ど
の
所
に
熊
が
い
た
。
驚
い

て
木
を
放
り
出
し
、
ち
ょ
う
ど

居
合
わ
せ
た
Ｋ
氏
と
フ
ォ
ー
ク
、

鎌
な
ど
を
携
え
て
再
度
確
認
す

る
と
、
大
木
の
上
方
で
首
を
持

ち
上
げ
て
ウ
ウ
ウ
ウ
…
と
唸
り

声
を
あ
げ
て
い
る
姿
に
後
ず
さ

り
し
な
が
ら
命
か
ら
が
ら
帰
っ

て
き
た
。

其 

の
三　

昭
和
四
十
一
年
、
Ｕ
氏

と
Ｋ
氏
は
穴
熊
を
射
止
め
た
。

穴
を
見
つ
け
た
の
で
春
ま
で
待

と
う
と
相
談
し
た
が
結
局
撃
っ

た
。
そ
の
日
の
午
後
近
隣
の
学

校
生
徒
多
数
の
協
力
を
え
て
、

リ
ヤ
カ
ー
で
現
場
か
ら
運
ん
だ
。

１
５
０
キ
ロ
位
あ
っ
た
。
当
時

は
捕
獲
奨
励
金
が
役
場
か
ら

３
万
円
も
ら
え
、
そ
の
後
、
解

体
し
、
胃
や
胆
等
も
３
万
円
程

で
売
れ
た
た
め
二
人
で
分
け
た
。

　

こ
の
様
に
現
在
で
も
熊
の
出
没
は
珍

し
く
は
な
い
が
、
開
拓
期
は
熊
の
棲
息

地
に
人
間
が
入
り
込
ん
だ
の
だ
か
ら
、

そ
の
出
没
は
今
以
上
に
頻
繁
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

開
拓
時
の
入
植
者
は
決
し
て
裕
福
と

は
い
え
な
い
暮
し
ぶ
り
の
中
、
開
墾
が

進
む
状
況
下
に
お
い
て
ど
の
顔
も
明
る

く
、
そ
し
て
何
と
し
て
も
我
々
は
開
拓

を
な
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
使
命
感
の
も
と
、
い
つ
の
日
か
自
身

の
憩
い
の
地
が
開
け
る
こ
と
を
祈
り
な

が
ら
日
々
勤
し
み
ま
し
た
。
ま
さ
に
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
指
す
と
思
い
ま
す
し
、
筆

者
を
含
め
我
々
は
こ
う
い
っ
た
先
人
た

ち
の
高
き
志
を
今
一
度
尊
い
も
の
と
し

て
考
え
直
し
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

激
し
い
熊
と
の
戦
い

　
「
北
海
道
と
い
え
ば
熊
、

　
　
　
熊
と
い
え
ば
北
海
道
」

　

も
ち
ろ
ん
本
道
、
そ
し
て
仁
々
志
別

も
熊
と
は
馴
染
み
深
い
地
域
で
す
。
し

か
も
開
拓
初
期
、
熊
は
恐
ろ
し
い
猛
獣

で
あ
り
ま
し
た
。

　

仁
々
志
別
周
辺
で
も
熊
と
の
戦
い
は

い
く
つ
か
記
さ
れ
て
お
り
、
手
追
い
の

熊
と
10
分
以
上
格
闘
し
、
銃
で
殴
っ
た

が
駄
目
、
最
後
の
手
段
と
し
て
「
刃は

広び
ろ

」（
＝
伐
採
し
た
樹
木
の
枝
を
払
う

刃
巾
の
広
い
斧
）
で
熊
の
首
を
斬
り
落

参考文献 ●『阿寒町史』(昭和61年10月発行）
　阿寒町史編纂委員会

●『郷土史仁々志別』(昭和63年8月発行)
　仁々志別開拓七十年史発行実行委員会
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標茶駅

中 古 農 機
常設展示場ホクレン

標茶給油所●

●
JAしべちゃ

●セイコーマート

至中標津町

至
鶴
居
村

至弟子屈町

常設展示場担当：原下
TEL080-1886-7479

川上郡標茶町
開運10丁目50番地

組合員様の
出展をお待ちして
おります。

使わなく
なった

トラクター・作業機械・小農具等々

展示期間が長いほど、成約率も高くなります。
出品してみませんか？出品してみませんか？

場所

詳しい内容は、常設展示場スタッフまで

中古農機常設展示場
アルーダしべちゃ
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